
191　報　告

　

報　

告

二
〇
二
〇
年
度
大
会
の
概
況

　

初
め
て
の
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
と
な
っ
た
二
〇
二
〇
年
度
大
会
は
、

十
一
月
七
日
（
土
）、
八
日
（
日
）
の
両
日
、
甲
南
大
学
岡
本
キ
ャ

ン
パ
ス
を
会
場
（
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
の
基
地
局
）
と
し
て
開
催
さ
れ

た
。
ま
た
二
〇
二
〇
年
度
大
会
で
は
、「
思
想
史
の
対
話
」
研
究
会

を
大
会
内
に
組
み
込
ん
で
開
催
し
た
。

　

第
一
日
目
は
、「
日
本
思
想
史
学
か
ら
見
る
近
現
代
の
天
皇
」
を

テ
ー
マ
と
し
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
た
。

　
　

報　
　

告

象
徴
天
皇
制
へ
の
転
換
と
定
着
─
皇
室
記
者
・
藤
樫
準
二
の
言
説

を
中
心
に
─�

（
名
古
屋
大
学
）
河
西　

秀
哉

戦
間
期
コ
ミ
ュ
ニ
ス
ト
の
思
想
／
運
動
に
お
け
る
日
本
／「
天
皇

制
」
認
識�

（
神
戸
大
学
）
黒
川　

伊
織

　

近
代
天
皇
制
に
お
け
る
皇
后
と
祭
祀
儀
礼
の
意
義

�

（
学
習
院
大
学
）
小
平　

美
香

　
　

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
（
デ
ィ
ス
カ
ッ
サ
ン
ト
）

�

（
神
戸
大
学
）
昆
野　

伸
幸

�

（
東
京
外
国
語
大
学
）
米
谷　

匡
史

　
　

司　
　

会�

（
佛
教
大
学
）
大
谷　

栄
一

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
終
了
後
に
総
会
が
行
わ
れ
、
評
議
員
よ
り
二
〇
一

九
年
度
事
業
報
告
お
よ
び
決
算
報
告
が
な
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
承
認
さ

れ
た
。
続
い
て
二
〇
二
〇
年
度
事
業
計
画
お
よ
び
予
算
案
が
提
出
さ

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
評
議
員
案
通
り
決
定
さ
れ
た
。
ま
た
会
長
か
ら
第
十

四
回
日
本
思
想
史
学
会
奨
励
賞
の
発
表
が
大
会
開
催
に
先
だ
っ
て
学

会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
上
に
て
行
わ
れ
た
こ
と
の
案
内
が
あ
り
、
受
賞
者

と
作
品
名
が
紹
介
さ
れ
た
。
受
賞
業
績
は
次
の
作
品
で
あ
る
。

齋
藤
公
太
『「
神
国
」
の
正
統
論
─
『
神
皇
正
統
記
』
受
容
の
近

世
・
近
代
─
』

繁
田
真
爾
『「
悪
」
と
統
治
の
日
本
近
代
─
道
徳
・
宗
教
・
監
獄

教
誨
─
』

板
東
洋
介
『
徂
徠
学
派
か
ら
国
学
へ
─
表
現
す
る
人
間
─
』

　

第
二
日
目
は
、
研
究
発
表
と
第
六
回
「
思
想
史
の
対
話
」
研
究
会

が
行
わ
れ
た
。
発
表
者
と
発
表
題
目
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
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〈
第
一
部
会
〉

　
研
究
発
表

1
、
冥
界
と
伊
勢
神
宮
─
度
会
常
昌
の
高
宮
観
を
中
心
に
─

�

（
東
北
大
学
大
学
院
）
馬
場　

秀
幸

2
、
熊
沢
蕃
山
の
音
楽
思
想
─
『
雅
楽
解
』
を
中
心
に
─

�

（
東
京
藝
術
大
学
大
学
院
）
中
川　

優
子

3
、
近
世
の
学
習
者
は
い
か
に
漢
文
を
〈
書
く
〉
能
力
を
身
に
つ

け
た
か
─
仁
斎
・
淇
園
の
塾
に
お
け
る
「
作
文
」
学
習
を
中
心

に
─�
（
大
阪
大
学
大
学
院
）
張　
　
　

茜

4
、
本
居
宣
長
と
規
範
と
し
て
の
雅
の
成
立
─
初
期
歌
論
に
お
け

る
武
の
解
体
─�

（
東
北
大
学
大
学
院
）
増
田　

友
哉

5
、「
正
法
王
」
の
出
興
─
近
代
日
本
に
お
け
る
釈
雲
照
の
戒
律

復
興
運
動
を
中
心
に
─�

（
東
北
大
学
大
学
院
）
亀
山　

光
明

6
、
近
代
日
本
に
お
け
る
経
典
解
釈
の
変
容
─
境
野
黄
洋
を
中
心

と
し
て
─�

（
東
北
大
学
大
学
院
）
呉　
　

佩
遥

7
、
近
代
に
お
け
る
新
修
養
の
幕
開
け
─
仏
教
者
・
加
藤
咄
堂
を

中
心
と
し
て
─�

（
東
北
大
学
大
学
院
）
山
口　

陽
子

〈
第
二
部
会
〉

　
研
究
発
表

1
、
札
幌
農
学
校
に
お
け
る
文
明
論
に
つ
い
て

�

（
筑
波
大
学
大
学
院
）
ロ
バ
ー
ト
・
ク
ラ
フ
ト

2
、
有
賀
長
雄
に
お
け
る
「
文
明
」
論
と
「
天
皇
」

�

（
韓
国
海
軍
士
官
学
校
）
崔　
　

民
赫

3
、
明
治
末
期
か
ら
大
正
中
期
に
か
け
て
の
文
明
論
─
金
子
筑

水
・
樋
口
龍
峡
の
考
察
を
通
し
て
─

�

（
学
習
院
大
学
大
学
院
）
山
田　

大
生

4
、
福
沢
健
全
期
『
時
事
新
報
』
社
説
に
お
け
る
海
軍
論

�

（
静
岡
県
立
大
学
）
平
山　
　

洋

5
、
梁
啓
超
の
「
社
会
契
約
論
」
と
中
江
兆
民

�

（
神
戸
大
学
大
学
院
）
龍　
　
　

蕾

6
、
松
崎
鶴
雄
─
生
涯
と
そ
の
学
問
・
思
想
─

�

（
茨
城
大
学
）
井
澤　

耕
一

7
、
橘
樸
に
お
け
る
「
生
存
権
」
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
東
ア
ジ
ア

�

（
京
都
大
学
）
谷　
　

雪
妮

〈
第
三
部
会
〉

　
研
究
発
表

1
、
普
通
選
挙
法
成
立
後
の
水
野
錬
太
郎
の
政
治
思
想

�

（
日
本
学
術
振
興
会
）
西
田　

彰
一

2
、
平
泉
澄
と
カ
ン
ト�

（
皇
學
館
大
学
大
学
院
）
谷
口　

太
一

3
、
第
二
次
世
界
大
戦
最
終
局
面
の
思
想
戦
─
西
田
幾
多
郎
と
佐

藤
通
次
の
論
争
を
通
じ
て
─�

（
佛
教
大
学
）
栗
田　

英
彦

4
、
占
領
期
神
戸
の
女
性
軍
属
の
エ
ゴ
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
を
ど
う

「
読
む
」
か�

（
神
戸
大
学
）
長　

志
珠
絵

5
、
六
〇
年
代
の
ラ
デ
ィ
カ
リ
ズ
ム
と
革
命
幻
想
─
吉
本
隆
明
の
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193　報　告

市
民
社
会
と
大
衆
─�

（
神
戸
大
学
大
学
院
）
王　
　

小
梅

〈
第
六
回
「
思
想
史
の
対
話
」
研
究
会
〉

対
話
─
日
本
思
想
史
と
災
厄
─

　

報　
　

告

備
荒
策
と
し
て
の
郷
約
・
教
化
の
た
め
の
郷
約
─
大
洲
藩
に
お
け

る
郷
約
の
発
生
と
展
開�

（
立
命
館
大
学
）
殷　
　

暁
星

「
兵
士
の
死
」
の
国
際
的
な
抑
制
の
時
代
─
一
九
世
紀
末
か
ら
二

〇
世
紀
初
頭
に
お
け
る
軍
事
医
療
研
究
の
国
際
化
と
日
本
陸
軍

軍
医
部
─�
（
名
古
屋
大
学
大
学
院
）
加
藤　

真
生

災
因
論
の
手
前
で
─
津
軽
の
巫
俗
を
中
心
に
日
常
の
不
幸
を
考
え

る
─�
（
駒
澤
大
学
）
村
上　
　

晶

　
「
思
想
史
の
対
話
」
研
究
会
運
営
委
員

�

石
原
和
／
上
野
太
祐
／
田
中
友
香
理
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新
入
会
員
（
前
号
掲
載
分
以
降
・
敬
称
略
）

　
氏　
名　
　
　
　
　
　
所
属
等
（
専
門
分
野
）

廖　
　

嘉
祈　
　

東
京
大
学
大
学
院（
江
戸
後
期
に
お
け
る
中
国
史
認
識
）

庄
司　

武
史　
　

東
京
都
立
大
学
（
近
現
代
思
想
、
と
く
に
清
水
幾
太
郎

研
究
）

平
石　

知
久　
　

関
西
学
院
大
学
（
丸
山
真
男
の
政
治
思
想
の
発
生
史
的

研
究
）

楊　
　

世
帆　
　

東
北
大
学
大
学
院
（
江
戸
時
代
に
お
け
る
儒
学
思
想
）

杉
本　

秀
司　
　

皇
學
館
大
学
大
学
院
（
日
本
近
世
思
想
史
）

福
井　
　

優　
　

立
命
館
大
学
大
学
院
（
戦
後
思
想
史
、
吉
本
隆
明
論
）

ハ
ン
デ
ン
シ　
　

東
北
大
学
大
学
院
（
日
本
儒
学
思
想
史
及
び
神
道
と
儒

教
の
関
係
）

小
川
原
正
道　
　

慶
應
義
塾
大
学
（
近
代
日
本
政
治
思
想
史
）

孫　
　
　

傲　
　

岡
山
大
学
大
学
院
（
永
井
荷
風
の
孤
独
死
に
つ
い
て
）

呉　
　

詩
揚　
　

岡
山
大
学
大
学
院
（
宮
沢
賢
治
の
死
生
観
に
つ
い
て
の

研
究
）

平
尾　

漱
太	

大
阪
大
学
大
学
院（
近
代
日
本
に
お
け
る
歴
史
の
叙
述
）

吉
田　

尚
文	

（
白
光
真
宏
会
・
五
井
昌
久
の
思
想
研
究
）

河
西　

秀
哉　
　

名
古
屋
大
学
（
象
徴
天
皇
制
に
関
す
る
思
想
史
）

保
泉　
　

空　
　

東
北
大
学
大
学
院
（
近
代
日
本
思
想
史
）

山
本　

祐
麻　
　

筑
波
大
学
大
学
院
（
日
本
近
代
思
想
史
）

佐
　々

風
太　
　

東
京
工
業
大
学
大
学
院
（
無
地
の
食
器
に
関
す
る
柳
宗

悦
の
思
想
）

范　
　

帥
帥	

東
北
大
学
大
学
院（
鈴
木
大
拙
に
お
け
る
心
へ
の
探
求
）

中
島　

岳
志　
　

東
京
工
業
大
学
（
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
宗
教
）

加
藤
総
一
朗　
　

筑
波
大
学
大
学
院
（
日
本
近
代
思
想
史
）

西
田　

幸
乃　
　

筑
波
大
学
大
学
院
（
日
本
近
現
代
思
想
史
）

石
井　

七
海	

一
橋
大
学
大
学
院（
近
世
在
村
社
会
に
お
け
る
儒
学
受
容
）

高
橋　

優
香	

東
京
工
業
大
学
大
学
院（
吉
本
隆
明
の
詩
作
と
思
想
活
動
）
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195　『日本思想史学』編集・公開規定／投稿規程

　
【『
日
本
思
想
史
学
』
編
集
・
公
開
規
定
】

一
、
日
本
思
想
史
学
会
（
以
下
、
本
学
会
）
の
学
会
誌
は
『
日
本
思
想
史
学
』

（
以
下
、
本
誌
）
と
称
す
る
。

二
、
本
誌
の
編
集
に
は
本
学
会
の
編
集
委
員
会
が
あ
た
る
。

三
、
本
誌
各
号
の
投
稿
論
文
に
関
す
る
規
程
（「
投
稿
規
程
」）
は
、
各
号
ご
と
に

編
集
委
員
会
が
定
め
、
前
号
に
掲
載
す
る
。

四
、
本
誌
は
、
年
に
一
回
、
毎
年
九
月
三
〇
日
に
発
行
す
る
。

五
、
第
五
一
号
以
降
の
本
誌
に
掲
載
さ
れ
る
記
事
の
著
作
権
は
、
そ
れ
が
掲
載
号

発
行
の
時
点
で
本
学
会
の
会
員
資
格
を
有
す
る
者
の
著
作
物
で
あ
る
場
合
、
本

学
会
に
帰
属
す
る
も
の
と
す
る
。

六
、
第
五
一
号
以
降
の
本
誌
へ
の
非
会
員
の
寄
稿
に
つ
い
て
は
、
編
集
委
員
会
が
、

寄
稿
の
際
に
、
寄
稿
者
か
ら
、
電
子
公
開
の
許
諾
等
を
得
る
も
の
と
す
る
。

七
、
第
五
一
号
以
降
の
本
誌
に
掲
載
さ
れ
る
記
事
は
、
発
行
翌
年
の
一
〇
月
一
日

に
、
本
学
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
電
子
公
開
す
る
。

八
、
本
誌
第
一
〜
五
〇
号
に
掲
載
さ
れ
た
記
事
の
公
開
許
諾
に
つ
い
て
は
、
別
途

定
め
る
。

　
【
投
稿
規
程
】

　
『
日
本
思
想
史
学
』
第
54
号
掲
載
論
文
の
投
稿
を
、
左
記
の
要
領
に
て
受
け
付

け
ま
す
。

一
、
応
募
資
格　

�

本
会
会
員
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
第
53
号
に
論
文
が
掲
載
さ

れ
た
者
は
、
応
募
資
格
を
持
た
な
い
。
ま
た
、
二
〇
二
一
年

度
（
二
〇
二
一
年
一
〇
月
〜
二
〇
二
二
年
九
月
）
分
の
会
費

を
納
め
て
い
な
い
者
の
投
稿
は
受
け
付
け
な
い
。

二
、
内　
　
　

容　

日
本
思
想
史
学
に
関
す
る
も
の
。

三
、
書
式
・
分
量　

・�

投
稿
論
文
の
書
式
・
分
量
は
、
Ａ
4
判
・
横
方
向
・
縦
書

き
・
四
〇
字
×
三
〇
行
・
一
〇･

五
ポ
イ
ン
ト
で
、
注
を

含
め
て
、
一
七
枚
以
内
と
す
る
。
下
部
中
央
に
ペ
ー
ジ
番

号
を
入
れ
る
こ
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　

・�

注
は
文
末
注
と
し
、
本
文
と
同
じ
書
式
と
す
る
こ
と
（
行

を
詰
め
た
り
、
ポ
イ
ン
ト
を
下
げ
た
り
し
な
い
こ
と
）。

　
　
　
　
　
　
　
　

・�

図
・
表
等
は
、
学
会
誌
の
判
型
（
Ａ
5
判
）
の
用
紙
に
印

刷
し
て
、
本
文
に
添
付
す
る
こ
と
（
た
だ
し
、
図
・
表
等

に
充
て
る
頁
数
に
相
当
す
る
文
字
数
の
分
だ
け
本
文
の
分

量
を
減
ら
す
こ
と
。
学
会
誌
の
書
式
は
、
一
頁
あ
た
り
、

二
六
字
×
二
二
行
×
二
段
で
あ
る
）。

四
、
提　

出　

物　

�

以
下
の
①
〜
③
を
電
子
メ
ー
ル
の
添
付
フ
ァ
イ
ル
で
提
出
す

る
こ
と
（
郵
送
は
不
要
）。

　
　
　
　
　
　
　
　

①
投
稿
論
文
（
Ｐ
Ｄ
Ｆ
デ
ー
タ
）。

　
　
　
　
　
　
　
　

②
八
〇
〇
字
以
内
の
論
文
要
旨
（
Ｐ
Ｄ
Ｆ
デ
ー
タ
）。

　
　
　
　
　
　
　
　

③�

論
文
お
よ
び
投
稿
者
情
報
（
Ｐ
Ｄ
Ｆ
デ
ー
タ
）。
日
本
語

お
よ
び
英
語
の
論
文
タ
イ
ト
ル
、
氏
名
お
よ
び
そ
の
ロ
ー

マ
字
表
記
、
所
属
、
職
名
、
住
所
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を

記
載
し
た
も
の
。

　
　
　
　
　
　
　
　

�

論
文
採
用
時
に
は
あ
ら
た
め
て
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
の
提
出
を

求
め
る
。

五
、
投
稿
締
切　

二
〇
二
二
年
二
月
二
八
日
一
七
時
。

六
、
送　

付　

先　

日
本
思
想
史
学
会
事
務
局
（ajih.jim

ukyoku@
gm

ail.com

）

　
　
　
　
　
　
　
　

�

受
信
後
お
お
む
ね
一
両
日
中
に
、
事
務
局
よ
り
受
信
確
認
の

返
信
が
送
ら
れ
る
。
三
月
三
日
ま
で
待
っ
て
も
返
信
が
な
い

場
合
は
、
メ
ー
ル
事
故
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
の
で
、
あ

ら
た
め
て
事
務
局
に
問
い
合
わ
せ
る
こ
と
。

＊�
完
成
原
稿
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
紙
媒
体
で
の
投
稿
原
稿
は
受
理
も
返

却
も
し
ま
せ
ん
。

＊
論
文
の
審
査
と
採
否
決
定
に
は
、
編
集
委
員
会
が
あ
た
り
ま
す
。

＊
本
誌
に
掲
載
さ
れ
た
論
文
等
の
著
作
権
は
、
本
会
に
属
し
ま
す
。
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【
編
集
後
記
】

　

本
号
に
は
、
二
〇
二
〇
年
度
大
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
「
特
集
」、
第
六
回
「
思

想
史
の
対
話
」
研
究
会
に
も
と
づ
く
「
特
別
掲
載
」
の
ほ
か
、「
提
言
」「
投
稿
論

文
」「
書
評
」
を
掲
載
し
ま
し
た
。

　
「
投
稿
論
文
」
の
総
投
稿
数
は
二
二
本
（
古
代
一
本
・
中
世
二
本
、
近
世
八
本
、

近
現
代
一
一
本
）
で
、
そ
の
う
ち
五
本
を
掲
載
い
た
し
ま
し
た
。
二
〇
二
〇
年
度

大
会
は
初
の
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
と
な
り
、
二
日
目
の
研
究
発
表
の
発
表
者
に
は
、

事
前
に
原
稿
を
用
意
し
て
い
た
だ
い
た
上
で
報
告
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
そ

の
成
果
を
投
稿
さ
れ
た
方
が
多
か
っ
た
よ
う
で
、
総
投
稿
数
は
例
年
に
な
い
多
さ

と
な
り
ま
し
た
。
反
面
、
書
式
、
会
費
納
入
な
ど
の
面
で
投
稿
規
程
に
違
反
し
て

い
る
原
稿
は
三
本
と
少
な
く
、
近
年
で
は
減
少
傾
向
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
と
は

い
え
、
次
号
に
投
稿
な
さ
る
会
員
は
、
ぜ
ひ
投
稿
規
程
や
編
集
・
公
開
規
定
を
確

認
の
上
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
と
く
に
投
稿
規
程
に
お
き
ま
し
て
、
提
出
物
と

投
稿
締
切
に
つ
い
て
、
大
幅
な
変
更
が
生
じ
て
お
り
ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
「
書
評
」
で
取
り
上
げ
る
対
象
は
、
二
〇
二
〇
年
四
月
か
ら
二
〇
二
一
年
二
月

の
間
に
刊
行
さ
れ
た
会
員
の
著
作
か
ら
選
び
ま
し
た
。
依
頼
し
た
方
々
の
多
く
が

締
切
を
守
り
原
稿
を
提
出
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
深
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
拡
大
は
続
き
、
一
向
に
収
束
の
気
配
が
あ
り
ま

せ
ん
。
こ
れ
ま
で
以
上
の
混
乱
の
な
か
、
無
事
に
本
誌
の
刊
行
に
至
り
ま
し
た
の

は
、
印
刷
所
を
は
じ
め
、
関
係
各
位
の
ご
協
力
の
賜
物
か
と
思
い
ま
す
。
篤
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

編
集
委
員
長
が
右
往
左
往
す
る
中
、
委
員
各
位
が
し
っ
か
り
支
え
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
今
後
も
よ
り
よ
い
編
集
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。�

（
K
）
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